東京 ジャ ー ミ 


イ 金 曜日 の ホ タ バ 


02 5 25 


イス ラー ム に は 「 恨 み 」 


過 二 NN 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 


こん に ち 、 イ スラ ー ム ょ 社会 に 
意識 的 に ある い は 無意識 に 
一 部 の 人 々 に よっ て 憎悪 、 敵 
意 、 分 像 の 種 が ま か れ 、 人 々 
を 互い か ら 引 き 離 そう と し て 
いま す 。 和 社会 の 精神 的 な 力 が 
それ に よっ て 失わ れる こと が 
狙わ れ て いる の で す 。 信 者 と 
し て この 時 代 に は 、 相 互 の 愛 
情 を より 必要 と し て いま す 。 
困難 な 時 代 の 苦 し み を 、 た だ 
互い を 愛 し つつ 、 互 い に 力 を 
与え つつ 乗り 越え る こと が で 
0 クー の 0 50 て 1 
者 た ら は 兄弟 で ある 。 だ か ら あ な た が た は 
兄弟 の 間 の 融和 を 図り 、 ア デッラ テー を 長 れ な 


お いて は 


さい 。 必 ず あ な た が た は 慈悲 に あず か る の 
で ある 。」 (部 屋 草 第 1 0 節 ) と 命じ られ 、 


信者 が 互い に 兄弟 で ある こ と 、 兄 弟 の 間 で 
不 和 が あれ ば それ を 取り 除く こと 、 融 和 を 
図る こと を 舘 じ られ て お られ ます 。 預言 者 
さま は ハデ ィ ー ス で 「 互 い を 愛し 、 互 い に 
Per 
た ち は 一 つの 体 の 諸 器 官 の よう で ある 。 

官 の 一 つが 不調 で あれ ば 、 他 の 和 器 s 到 も 眼 ら 
ず 、 発 熱し 、 協 調 す る 」 


し 居 が の て 。、 上 の どこ で 人生 さ いて や も 、 


どの 言葉 を 話し て いて も 、 ど の 民族 に 属し 
て いて も 、 信 者 は 互い に 兄弟 な の で す 。 諸 
畜 到 の 間 の この 均衡 は 上 兄弟 た ちの 間 で も 保 
た れる べき で す 。 こ の 事実 を 預言 者 さま は 
次 の よう に 表現 され て いま す 。 「 あ な た 方 
は 信仰 し な い 限 り 天 国 に は 入れ な い 。 互い 
を 愛さ な い 限 り 真 の 信者 と は な れ な い 。」 
完全 な 信仰 を 得る た め に 、 お 互い を 愛 し ま 


し ょ う 。 なぜ な ら 恒 吉 定 銘 り で イス ラー ム 
の ) 見 





弟 愛 を 実現 する こと は で き な い か ら で す 。 
重い 制度 や 粒 烈 な 威 跡 で 心 
を 引き 付け の こと ど とき で きま 
せん 。 
親愛 な る ムスリム の 皆様 。 
今日 、 様 々 な 理由 か ら 社 会 
の 人 々 の 間 で 弱まっ て き て 
いる 見 弟 愛 を 新た に 強め る 
必要 が あり ます 。 利 巳 主義 、 
目 己 中 心 主 義 、 始 み と い っ 
門 坦 自 窓 きれ て し まろ た つ 
な が り を 新た に 強め る べき 
な の で す 。 両親 の こと を 忘 
れ 、 史 第 と 不 和 に な り 、 近 親 者 と の つなが 
り を 断ち 切り 、 隣 人 に 立腹 し 、 友 人 と の 関 
係 が 冷え 切り 、 教 え の 兄 弟 と の つなが り も 
断ち 切っ て し まっ た 人 々 は 、 も は や この 神 
の メ ツ セー シン ( に CC 且 を 傾け な い の で し ょ うう) 
喘ぎ し の 0 の うこ LA の O で LU 
う かめ? 

慈悲 、 い た わり 、 露 容 を 広め る べき で す 。 
ベン NN の 人 AN 0 人 グレ ルク シー ナチ 。、 ら 
ー ヌ ス た ちの よう に 、 克 容 を も っ て 許し 、 
胸 に 抱き と め る 人 で ある べき な の で す 。 今 
日 の フト バ を 詩人 アー キ フ の 言葉 で 締め く 
くり ます 。 「 民 族 が 分 像 し な い 限 り 敵 は そ 
こ に 入り 込め な い 。 心 が まとまっ て いる 限 
り 、 そ れ を 大 人 砲 で も 圭 す こと は で き な い 」 
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